
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

えんちょう先生の 
わくわくだより  
Ｈ３０．２．２７ ＮＯ．２３ 

てぶくろ氷ができた！ 

年中さんと年長さんが毎月チャイルド社から取っているサンチャイルドの 2 月号

「こおりとあそぼう」を読んだこども達が「園長先生～みて～」と大事そうに、大

きな手形氷を抱えてきたのは、2月の始め頃だったでしょうか。前夜からの凍みで、

ビニール手袋に入れておいた水が凍って大きな手形氷になった事をおもしろがる

こども達でした。どこのこども達も、こうした事には興味津々。遊びの中で、小さ

な科学の芽を育てています。先日教育新聞にもこんな記事が載っていました。 

みんなが楽しみに待っている すいすい遊ぼうデー 

「こども達はこの日がとても楽しみの様です」とお母さん方か

ら何度かこんな嬉しい声を聞きました。友達のまねをしたり、

ちょっとともだちのやり方と変えてみたり、大きい子が小さい

子を手伝ってくれたり、失敗もしながら、次は成功！を目指し

たり、完成の喜びを友達と共有して自分で選んだ遊びをじっく

りと楽しむ。穏やかな時間の流れの中で、言葉もぽんぽん飛び

出し、安気に「やってみよう」と思え、楽しみながら手や指を

動かしていく。こんな中でこども達は育っていきます。与えら

れた遊びを与えられた様にやるだけではなく、勘考したり、試

してみたり思いついたりして成長するのがこの年代のこども

の姿です。大きいお兄ちゃんやお姉ちゃんの遊ぶ所を、未満児

組のちびっ子達も見学に来ているよ。 

 

 

東京大学大学院教授 秋田 喜代美 保育のこころもち 

ほら、何色

に見える？ 


